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「
阿
賀
野
川
え
〜
と
こ
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、繰
り
返
し
お
伝
え
し
て
い
る
通
り
、「
公

害
発
生
地
に
お
け
る
地
域
再
生
」を
目
指
し

て
始
ま
っ
た
取
組
で
す
。し
か
し
、現
在
の
日

本
各
地
が
抱
え
る
深
刻
な
課
題
は
地
域
の

「
疲
弊
や
衰
退
」で
あ
り
、阿
賀
野
川
流
域
を

「
ロ
バ
ダ
ン
！
」を
通
じ
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て

回
る
中
で
も
、多
く
の
方
々
が
流
域
の
現
状

を
憂
い
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、流
域
の
疲
弊
や
衰
退
に
向
き

合
っ
て
乗
り
越
え
る
た
め
に
、途
中
か
ら「
阿

賀
野
川
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」と
い
う
取
組
も

開
始
し
ま
す
。そ
し
て
、様
々
な
流
域
団
体

と
協
働
し
な
が
ら
、各
地
に
埋
も
れ
て
い
た

貴
重
な
資
源
の
数
々
を
掘
り
起
こ
し
、そ
の

う
ち
の
何
品
か
は
本
格
的
な
商
品
化
ま
で

実
現
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
地
域
の
歴
史
や
文
化
の
結
晶

こ
そ
、低
迷
す
る
地
域
の
再
生
に
不
可
欠
で

期
待
も
大
き
い
反
面
、現
実
的
な
問
題
と
し

て
流
域
内
外
の
社
会
に
い
か
に
浸
透
さ
せ
て

い
け
ば
良
い
か
が
試
さ
れ
る
段
階
に
き
ま
し

た
。現
代
の
日
本
は
長
期
的
な
衰
退
の
過
程

に
あ
り
、地
域
が
生
き
抜
く
困
難
な
時
代
に
、

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
社
会
に
必
要
と
さ
れ
る

「
宝
も
ん
」と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る

の
か
、そ
の
試
行
錯
誤
を
今
後
も
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

流
域
各
地
で
掘
り
起
こ
さ
れ
る

様
々
な「
宝
も
ん
」の
原
石
を
磨
き
上
げ

ふ
た
た
び
光
輝
か
せ
る
た
め
に
は…

阿賀野川流域の歴史や文化を、これからの時代の「宝もん」へ

70 年前の蒸しかまど（右端）と現代に った蒸しかまど。左端は「ミニ蒸しかまど」。（撮影場所：㈲小田製陶所）

※この情報誌は環境省の補助を受けて新潟県が発行しています。

阿賀野川え～とこだより  第 12 号

　第１2号はいかがでしたでしょうか？ 
　上流域から出発し下流域へと進展してきたＦＭ事業は、平
成 25年度末をもって阿賀野川流域各地における活動の展
開が一通り完了しました。ここまで長期的かつ大きな取組に
広がることができるとは、事業の開始当初はまったく予想で
きず、流域の様々な方々や団体の協力の賜であり、あらため
て感謝申し上げます。
　平成 26年度からは、阿賀野川流域全体を活動の舞台と
して、今後の集大成を意識した新しい形の取組へと移行し
ていく予定となっております。その具体的な様子は次号から
お伝えできると考えておりますまで、ご期待ください。

××

特
集
１  

地
域
再
発
見
講
座（
第
11
回
）レ
ポ
ー
ト

　
「
高
森
の
丘
か
ら
眺
め
た
風
景
〜
神
楽・大
地
の
恵
み・阿
賀
野
川
」

特
集
２  

地
域
再
発
見
講
座（
第
12
回
）レ
ポ
ー
ト

 「
冬
の
上
流
域〈
宝
も
ん
〉め
ぐ
り
た
び
〜
産
業
遺
構・伝
統
食・未
来
」

特
集
３  

平
成
25
年
度
ロ
バ
ダ
ン
！
レ
ポ
ー
ト

 

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

２
　

４６８

パネルパネル
巡回中巡回中

かつて大河と格闘しつつ新潟平野に豊かな実りの大地を
生み出した、阿賀野川下流域の農村地帯。
戦後も発展を続ける中、新潟水俣病が表面化した昭和 40
年代を境に、地域社会は急速に変容を遂げていく。

観覧者の感想

２月から下流域の各施設で始まったパネル巡回展も、折
り返し地点に差しかかりました。まだご覧になられていな
い方は、下記のとおり開催しますので、ぜひご覧ください。

観覧者の感想観
●高度成長期だったとはいえ、工場排水から起きた公害は悲しく、地域への影響は甚大だった。
●大河の近くで営まれる農業の苦労は計り知れない。現在の豊かな暮らしは、様 な々昔の苦労
の上に成り立っていることを再認識できた。
●阿賀野川と共に生きてきた地域の方々 を思いやることが、自らの生き方に生かせればと思った。

展示風景（新潟せんべい王国3/12～26）



下
流
域
農
村
地
帯
の
昔
の
写
真
や

資
料
の
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
！

資
料
の
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
！

　

本
講
座
で
は
、地
元
の
識
者
の

方
々
と
共
に
、下
流
域
農
村
地
帯
に

て
収
集
し
た
貴
重
な
昔
の
写
真
や

資
料
な
ど
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、会
場
の
皆
さ
ん
か
ら
も
活

発
な
ご
意
見
や
昔
の
話
な
ど
が
飛
び

出
し
て
、大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

特集
２

第11回

～ 神楽・大地の恵み・阿賀野川 ～

高森の丘から眺めた風景

高森の大ケヤキと稲荷神社

1

～
開催レポート！

レポート１  地域の歴史や文化を見つめ直す
～ 懐かしい写真を地元識者と共に振り返る  ししい写真を地元識者とか を地元識者と共 振り真～ 懐かしい写真を地元識者と共に振り返る ～

日時：平成26年2月22日（土）
場所：岡方コミュニティセンター

～ ミニ蒸しかまどご飯付き！ ～
レポート2  阿賀野川流域の“豪華な粗食”弁当

●識者の方 の々解説と会場の方 と々の知識が絡み合って、大変わかりやすく理解できた。（60代）
●いまだに新潟水俣病に苦しむ方がいらっしゃるので、風化させず長く続けてほしい。（北区・60代）
●歴史があり現在があり、懐かしさと共に高森の過去がよみがえって興味深かった。（岡方・60代）
●昔の写真と一緒に話を聞くことで、より昔のことが想像できて、とても良かった。（北区・40代）
●蒸しかまどご飯がとても美味しかった。弁当も少しずつ手の込んだ料理で美味しい。（北区・60代）
●ミニ蒸しかまどの実物を初めて見れた。ご飯が美味しかったことは言うまでもない。（岡方・60代）

野村光衛さん野村光衛さん品田幸一さん品田幸一さん

高森集落出身のお二
人からは、かつての農
村地帯の様子や高森
いざや神楽の伝統など
について、具体的に解
説していただきました。

（左上）水車（昭和33年・岡方地区/引用：「写真集ふるさとの百年・豊栄・北蒲原」〔新潟日報事業社〕）、（左下）牛が舟を引く稲刈り（昭和
33年・河渡附近/撮影：山口賢俊氏/提供：新潟市北区郷土博物館）、　高森の大ケヤキと稲荷神社（昭和62年/撮影・提供：宮崎芳春氏）
（左上）水車（昭和33年・岡方地区/引用：「写真集ふるさとの百年・豊栄・北蒲原」〔新潟日報事業社〕）、（左下）牛が舟を引く稲刈り（昭和
33年・河渡附近/撮影：山口賢俊氏/提供：新潟市北区郷土博物館）、　高森の大ケヤキと稲荷神社（昭和62年/撮影・提供：宮崎芳春氏）

雉や
今回の豪華な粗食弁当調理先は…

電話＆FAX：025-225-5157
住所：新潟市中央区東中通2-280新潟時報会館1F

農家のojiの台所 惣菜ダイニング

11時半～20時　休：日・祝

ニイガタ ids デザインコンペ
ティションにてIDS賞受賞！
さる３月６日（木）に新潟朱鷺メッセにて表彰式が
開催され、㈲小田製陶所さんが出席されました!


